
目　
　

次

 

ペ
ー
ジ

告

示

〇
有
害
図
書
類
の
指
定 

（
共
同
参
画
社
会
推
進
課
）　
　

一

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　
　

一

〇
認
証
食
品
の
認
証 

（
食
産
業
振
興
課
）　
　

二

〇
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可 

（
農
業
振
興
課
）　
　

二

〇
保
安
林
の
指
定 

（
森
林
整
備
課
）　
　

二

〇
保
安
林
の
指
定
の
解
除 

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出 
（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

二

公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
随
意
契
約
の
相
手
方

の
決
定 

（
震
災
復
興
推
進
課
）　
　

四

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了 

（
建
築
宅
地
課
）　
　

四

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
三
号

　

青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
十
三
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
も
の

を
青
少
年
に
有
害
な
図
書
類
と
し
て
指
定
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
九
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
図
書
類

番
号

種　
　

類

図　
　

書　
　

類　
　

の　
　

名　
　

称

発　
　

行　
　

所

　

一

　

二

　

三　

　

四　

　

五　

　

六　

　

七　

　

八　

　

九　

　

十　

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

ま
ん
が
人
間
離
れ
し
た
狂
人
た
ち

　

５
３
４
５
５

－

４
４

ま
ん
が
大
人
の
失
敗
大
辞
典

　

５
３
４
５
５

－

４
５

Ｂ
Ｏ
Ｙ
’
Ｓ
ピ
ア
ス　

９
月
号

　

０
８
１
８
５

－

０
９

Ｙ
ｏ
ｕ
ｎ
ｇ　

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ　

Ｃ
ｏ
ｍ
ｉ
ｃ　
ａ
ｙ
ａ　

９
月
号

　

１
８
８
１
５

－

０
９

ま
ん
が
最
低
な
国
・
日
本
５
０
の
理
由

　

５
３
４
５
５

－

４
３

恋
愛
宣
言
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｙ　
ｖ
ｏ
ｌ
．
５
０

　

１
５
１
６
６

－

１
０

臨
時
増
刊
ラ
ヴ
ァ
ー
ズ　
ｖ
ｏ
ｌ
．
３

　

６
８
５
２
０

－

１
８

Ｅ
Ｘ
Ｍ
Ａ
Ｘ
！
２
０
１
８　

１
０
月
号

　

０
２
０
９
１

－

１
０

い
け
な
い
芸
能
界　

過
激
ハ
プ
ニ
ン
グ 

超
特
急

　

６
６
２
３
６

－

６
９

Ｅ
Ｘ
Ｍ
Ａ
Ｘ
！
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｕ
Ｘ
Ｅ　

特
別
総
集
編　

２
０

１
８
夏

　

６
７
９
８
４

－

６
２

株
式
会
社
コ
ア
マ
ガ
ジ
ン

株
式
会
社
コ
ア
マ
ガ
ジ
ン

ジ
ュ
ネ
ッ
ト
株
式
会
社

宙
出
版

株
式
会
社
コ
ア
マ
ガ
ジ
ン

株
式
会
社
秋
水
社

ミ
リ
オ
ン
出
版
株
式
会
社

株
式
会
社
ぶ
ん
か
社

株
式
会
社
ダ
イ
ア
プ
レ
ス

株
式
会
社
ぶ
ん
か
社

二　

指
定
理
由

　

 　

図
書
類
の
内
容
が
一
か
ら
二
の
図
書
類
に
あ
っ
て
は
、
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
し
、
か
つ
甚
だ
し
く
残
忍
性
を

有
し
、
か
つ
著
し
く
犯
罪
を
誘
発
し
、
三
か
ら
十
の
図
書
類
に
あ
っ
て
は
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
す
る
た
め
、
青

少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
四
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
九
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

発　　　　行
宮 城 県
（総務部県政情報・文書課）
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話 022（211）2267
（毎週火，金曜日発行）
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〇
四
一
〇
九
一
七
〇
三
三

城
南
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
青
空

多
賀
城
市
城
南
二
丁
目

十
五
番
十
七
号

居
宅
介
護
・
重
度

訪
問
介
護

株
式
会
社
ソ
シ

エ
ニ
ー
ド

平
成
三
十
年

九
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
五
号

　

宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
号
）
第
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
認
証
食
品
を

次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

　
　

平
成
三
十
年
九
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

認
証
食
品

認
証
番
号

品　

目

申
請
者
の
氏
名

又

は

名

称

製
造
業
者
の
名
称

又

は

屋

号

製
造
所
等
の
所
在
地

百
九
十

八

魚
介
藻
類

佃
煮
・
甘

露
煮
等

株
式
会
社　

海
祥

株
式
会
社　

海
祥

名
取
市
閖
上
四
丁
目
百
七
十
三
番

二
号

二　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
三
十
年
六
月
十
五
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
六
号

　

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
三
十
年
九
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

　
　

別
冊
の
と
お
り

二　

認
可
年
月
日

　
　

平
成
三
十
年
九
月
十
四
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
七
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
に
指
定
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
九
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
の
所
在
場
所

　

 　

宮
城
郡
七
ケ
浜
町
菖
蒲
田
浜
字
牛
ノ
鼻
木
一
九
、
二
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
二
三
の
一
、
二
六
、

二
七
の
一
、
二
九
の
一
、
三
〇
の
一
、
三
一
の
二
、
三
二
の
二
、
三
四
、
三
五
、
三
六
の
一
、
三
七
の
一
、
三
七
の

五
、
三
九
の
一
、
三
九
の
四
、
三
九
の
六
、
四
一
の
一
、
五
七
の
一
、
五
八
の
一
、
六
〇
の
二
か
ら
六
〇
の
七
ま
で
、

六
八
の
一
、
三
二
の
二
地
先
・
三
四
地
先
・
三
九
の
六
地
先
（
以
上
三
筆
地
先
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）、
三
〇
の
一
地
先
・
三
九
の
六
地
先
（
以
上
二
筆
地
先
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
字
招
又
四

七
、
四
八
の
二
、
四
八
の
三

二　

指
定
の
目
的

　
　

潮
害
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　

㈡ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
七
ヶ
浜
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
八
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
九
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
林
一
七
七
の
八

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

魚
つ
き

三　

解
除
の
理
由

　
　

指
定
理
由
の
消
滅

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
九
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
真
坂
土
地
改
良
区
役

第2992号　平成30年９月14日　金曜日 （2）宮　　城　　県　　公　　報



員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
三
十
年
九
月
十
四
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

川　
　

名　
　

一　
　

彦　
　
　

一　

就
任
し
た
者

就
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
三
十
年
八
月
三
十
日

佐　

藤　
　
　

榮

栗
原
市
一
迫
真
坂
字
広
川
原
三
番
地

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
三
十
日

小　

山　

智　

正

栗
原
市
一
迫
真
坂
字
上
川
原
四
十
七
番
地

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
三
十
日

氏　

家　

守　

男

栗
原
市
一
迫
北
沢
一
本
松
北
二
十
四
番
地

一

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
三
十
日

佐　

藤　

綱　

芙

栗
原
市
一
迫
字
嶋
躰
寺
下
三
番
地
一

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
三
十
日

佐　

藤　
　
　

均

栗
原
市
一
迫
字
土
川
十
五
番
地

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
三
十
日

菊　

池　

忠　

継

栗
原
市
一
迫
字
嶋
躰
内
の
目
後
三
十
二
番

地
一

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
三
十
日

伊　

藤　

幸　

夫

栗
原
市
一
迫
柳
目
字
竹
の
内
二
十
一
番
地

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
三
十
日

佐　

藤　

靖　

秀

栗
原
市
一
迫
狐
崎
八
甫
十
六
番
地
二

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
三
十
日

松　

田　
　
　

敏

栗
原
市
一
迫
柳
目
字
六
ツ
寺
二
十
六
番
地

一

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
三
十
日

門　

田　

正　

吉

栗
原
市
一
迫
字
中
屋
敷
浦
二
十
四
番
地

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
三
十
日

後　

藤　

伸　

平

栗
原
市
一
迫
柳
目
字
曽
根
大
干
泥
二
十
九

番
地

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
三
十
日

齋　

藤　

政　

憲

栗
原
市
一
迫
字
山
崎
二
十
一
番
地

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
三
十
日

佐　

藤　

秀　

男

栗
原
市
一
迫
真
坂
字
清
水
平
館
二
十
四
番

地

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
三
十
日

小
野
寺　

通　

夫

栗
原
市
一
迫
北
沢
上
大
又
五
番
地

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
三
十
日

曽　

根　
　
　

淳

栗
原
市
一
迫
真
坂
字
本
町
三
十
四
番
地

監　

事

平
成
三
十
年
八
月
三
十
日

狩　

野　

和　

義

栗
原
市
一
迫
柳
目
字
曽
根
要
害
二
十
五
番

地

監　

事

平
成
三
十
年
八
月
三
十
日

佐　

藤　

周　

哉

栗
原
市
一
迫
北
沢
類
子
三
十
六
番
地

監　

事

平
成
三
十
年
八
月
三
十
日

佐　

藤　

市　

雄

栗
原
市
一
迫
字
清
水
目
日
照
七
十
八
番
地

監　

事

二　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
三
十
年
八
月
二
十
九
日

佐　

藤　
　
　

榮

栗
原
市
一
迫
真
坂
字
広
川
原
三
番
地

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
二
十
九
日

小　

山　

智　

正

栗
原
市
一
迫
真
坂
字
上
川
原
四
十
七
番
地

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
二
十
九
日

氏　

家　

守　

男

栗
原
市
一
迫
北
沢
一
本
松
北
二
十
四
番
地

一

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
二
十
九
日

佐　

藤　

綱　

芙

栗
原
市
一
迫
字
嶋
躰
寺
下
三
番
地
一

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
二
十
九
日

佐　

藤　
　
　

均

栗
原
市
一
迫
字
土
川
十
五
番
地

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
二
十
九
日

菊　

池　

忠　

継

栗
原
市
一
迫
字
嶋
躰
内
の
目
後
三
十
二
番

地
一

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
二
十
九
日

伊　

藤　

幸　

夫

栗
原
市
一
迫
柳
目
字
竹
の
内
二
十
一
番
地

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
二
十
九
日

佐　

藤　

靖　

秀

栗
原
市
一
迫
狐
崎
八
甫
十
六
番
地
二

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
二
十
九
日

松　

田　
　
　

敏

栗
原
市
一
迫
柳
目
字
六
ツ
寺
二
十
六
番
地

一

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
二
十
九
日

門　

田　

正　

吉

栗
原
市
一
迫
字
中
屋
敷
浦
二
十
四
番
地

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
二
十
九
日

後　

藤　

伸　

平

栗
原
市
一
迫
柳
目
字
曽
根
大
干
泥
二
十
九

番
地

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
二
十
九
日

齋　

藤　

政　

憲

栗
原
市
一
迫
字
山
崎
二
十
一
番
地

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
二
十
九
日

佐　

藤　

秀　

男

栗
原
市
一
迫
真
坂
字
清
水
平
館
二
十
四
番

地

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
二
十
九
日

小
野
寺　

通　

夫

栗
原
市
一
迫
北
沢
上
大
又
五
番
地

理　

事

平
成
三
十
年
八
月
二
十
九
日

曽　

根　
　
　

淳

栗
原
市
一
迫
真
坂
字
本
町
三
十
四
番
地

監　

事

平
成
三
十
年
八
月
二
十
九
日

狩　

野　

和　

義

栗
原
市
一
迫
柳
目
字
曽
根
要
害
二
十
五
番

地

監　

事
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平
成
三
十
年
八
月
二
十
九
日

佐　

藤　

周　

哉

栗
原
市
一
迫
北
沢
類
子
三
十
六
番
地

監　

事

平
成
三
十
年
八
月
二
十
九
日

佐　

藤　

市　

雄

栗
原
市
一
迫
字
清
水
目
日
照
七
十
八
番
地

監　

事

公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
三
十
年
九
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

随
意
契
約
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
東
日
本
大
震
災
復
興
記
録
映
像
等
「
発
展
期
」
収

集
・
制
作
業
務　

一
式

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

震
災
復
興
・
企
画
部
震
災
復
興
推
進
課　

仙
台

市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三 　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日　

平
成
三
十
年
八
月
二
十
四
日

四 　

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

株
式
会
社
仙
台
放
送
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ　

仙
台
市

青
葉
区
上
杉
五
丁
目
三
番
三
十
六
号

五　

契
約
金
額　

四
千
六
十
万
八
千
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

随
意
契
約

七 　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
理
由　

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政

令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
該
当

　

 
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
三
十
年
九
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

宮
城
郡
利
府
町
菅
谷
字
山
苗
代
六
十
九
番
四

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

宮
城
郡
利
府
町
森
郷
字
町
二
十
番
地
二　

リ
ブ
レ
ス
ト

二
百
一

 

森　
　

隆
志　
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